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１                            解答解説のページへ 

実数 a, b, c, dに対し, ÷
ø

ö
ç
è

æ=
dc

ba
A , ÷

ø

ö
ç
è

æ=
10

01
E とおく。 

(1) ÷
ø

ö
ç
è

æ=
dg
ba2A のとき, 0≧bgad - を示せ。 

(2) Aが EA =4 を満たすならば, EA =2 または EA -=2 となることを示せ。 

(3) ÷
ø

ö
ç
è

æ=
01

10
B とする。Aが EA -=2 および ABBA -= を満たすとき, b, c, dを a

の式で表せ。また, このとき nmBAAAB = が成立するような整数の組 ),( nm で

31 ≦≦m , 31 ≦≦n の範囲にあるものをすべて求めよ。 
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２                            解答解説のページへ 

2つの関数を 

qq sin3cos +=t , qqqqq sin32cos22sin32cos3cos4 ++-+-=y  

とする。 

(1) q3cos を tの関数で表せ。 

(2) yを tの関数で表せ。 

(3) °° 1800 ≦≦q のとき, yの最大値, 最小値とそのときのq の値を求めよ。 
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３                            解答解説のページへ 

関数 24)( xxx -=f に対し, 数列{ }na を 

ca =1 , )(1 nn aa f=+  ),3,2,1( L=n  

で与える。ただし, cは 0＜c＜2を満たす定数である。 

(1) 2＜na , 1+nn aa ＜ ),3,2,1( L=n を示せ。 

(2) )2(
2

22 1 nn aca --- + ＜ ),3,2,1( L=n を示せ。 

(3) n
n

a
¥®

lim を求めよ。 
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４                            解答解説のページへ 

xyz 空間内に 2 点 )0,,(P uu , )1,0,(Q 2uu - を考える。u が 0 から 1 まで

動くとき, 線分 PQが通過してできる曲面を Sとする。 

(1) 点 )0,0,(u )10( ≦≦u と線分 PQの距離を求めよ。 

(2) 曲面 Sを x軸のまわりに 1回転させて得られる立体の体積を求めよ。 
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５                            解答解説のページへ 

複素数平面上で, 相異なる 3 点 2,,1 aa は実軸上に中心をもつ同一円周上にある。

このようなa の存在する範囲を複素数平面上に図示せよ。さらに, この円の半径を
a を用いて表せ。 
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６                            解答解説のページへ 

対数は自然対数であり, e はその底とする。関数
x
xxx 1log)1()( ++=f に対して, 

次の問いに答えよ。 

(1) )( xf は x＞0で単調減少関数であることを示せ。 

(2) )(lim
0

x
x

f
+®

および )(lim x
x

f
+¥®

を求めよ。 

(3) 2)( =xf を満たす xが 11
2

＜＜x
e

の範囲に存在することを示せ。 

 


